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長
野
教
区
の
幹
部
、
会
員
、

信
徒
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
野
沢
貴
広
前
教

化
部
長
の
後
任
と
し
て
、
去
る

四
月
三
日
付
で
、
教
化
部
長
を

拝
命
し
ま
し
た
、
山
岡
睦
治
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
五
日
に
教
化
部
に
初
出

勤
す
る
と
、
会
館
右
側
の
土
手

に
白
梅
が
咲
き
始
め
て
い
て
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。
早
速
、

『
生
長
の
家
長
野
教
区
光
明
化

運
動
八
十
年
史
』
を
読
み
ま
し

て
、
歴
代
の
信
仰
篤
き
信
徒
の

皆
さ
ま
の
県
内
各
地
で
の
不
断

の
愛
行
と
伝
道
に
よ
っ
て
、
今

日
の
長
野
教
区
の
教
勢
が
築
か

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
皆
さ
ま
の
仲
間
に

入
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

共
に
光
明
化
運
動
が
で
き
る
こ

と
は
大
い
な
る
喜
び
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
自
己
紹
介
を
い
た
し

ま
す
。
昭
和
三
十
年
生
ま
れ
で
、

出
身
は
静
岡
県
磐
田
市
で
す
。

祖
母
が
昭
和
十
年
に
入
信
し
た

熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
父
母
に
教
え
が
伝
わ
り
、

私
も
幼
い
頃
か
ら
教
え
に
親
し

ん
で
い
ま
し
た
。
東
京
の
大
学

時
代
に
は
、
当
時
の
大
学
生
の

組
織
に
入
っ
て
活
動
に
励
み
ま

し
た
。
そ
れ
が
縁
で
、
昭
和
五

十
四
年
、
本
部
に
奉
職
。
相
愛

会
の
担
当
部
署
を
は
じ
め
、
機

関
誌
記
者
、
副
総
裁
秘
書
等
を

経
て
、
平
成
十
八
年
に
参
議
、

広
報
・
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
部
長

を
拝
命
。
そ
の
後
、
環
境
共
生

部
長
、
参
議
長
、
運
動
推
進
部

長
（
当
時
）
、
副
参
議
長
な
ど

を
務
め
、
前
職
は
環
境
共
生
部

長
と
地
球
社
会
貢
献
部
長
代
行

を
兼
務
し
て
お
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
長
野
教
区
で
の

初
講
話
は
、
四
月
十
二
日
の
栄

え
る
会
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

テ
ー
マ
は
、
野
沢
前
部
長
が
決

め
て
い
た
、
テ
キ
ス
ト
『
人
間

そ
の
も
の
の
発
見
と
そ
の
自
覚
』

（
谷
口
雅
春
先
生
著
）
の
最
初

の
章
の
「
求
道
の
第
一
義
諦
」

で
し
た
。
私
は
、
そ
の
中
に
出

て
く
る
「
丙
丁
童
子
来
求
火
」

ひ
ょ
う
じ
ょ
う
ど
う
じ
ら
い
ぐ

か

の
問
答
を
取
り
上
げ
て
話
を
し

ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し

ま
す
。

法
眼
宗
の
開
祖
法
眼
禅
師
が

住
職
代
理
の
玄
則
和
尚
に
、
仏

法
に
つ
い
て
自
分
に
質
問
し
て

こ
な
い
理
由
を
問
い
ま
す
。
す

る
と
、
玄
則
和
尚
は
、
前
に
い

た
お
寺
で
「
丙
丁
童
子
来
求
火
」

の
言
葉
を
教
え
ら
れ
、
火
の
童

子
が
火
を
求
め
る
、
つ
ま
り
自

分
は
本
来
仏
で
、
本
来
仏
な
る

も
の
が
、
仏
を
求
め
る
の
だ
と

悟
っ
た
か
ら
で
す
、
と
答
え
ま

す
。こ

れ
を
聞
い
た
法
眼
禅
師
は
、

「
お
前
は
分
か
っ
て
い
な
い
」

と
一
喝
す
る
の
で
す
。
は
て
、

何
故
で
し
ょ
う
か
。

玄
則
和
尚
の
こ
の
悟
り
は
、

自
分
は
悟
っ
た
か
ら
も
う
教
え

を
乞
う
必
要
は
な
い
、
つ
ま
り

肉
体
人
間
が
肉
体
人
間
の
欲
望

充
足
を
求
め
る
仏
法
で
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

人
間
を
仏
性
の
顕
現
と
見
て
、

仏
性
が
仏
性
を
求
め
る
の
が
本

当
の
仏
法
な
の
だ
、
と
い
う
こ

と
を
法
眼
禅
師
は
伝
え
た
か
っ

た
の
で
し
た
。

そ
の
時
、
こ
の
問
答
は
私
の

た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
と
思
っ

た
の
で
し
た
。
私
は
こ
の
機
縁

を
、
前
述
し
た
よ
う
に
本
部
の

経
歴
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、

「
だ
か
ら
も
う
分
か
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
慢
心
で
は
だ
め

だ
。
そ
う
い
う
背
負
っ
て
き
た

「
自
分
」
を
断
ち
切
っ
て
、
こ

の
地
で
「
丙
丁
童
子
来
求
火
」

の
ひ
た
す
ら
精
進
を
す
べ
し
、

と
い
う
法
眼
禅
師
の
叱
咤
と
受

け
取
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

し
た
。

白
梅
や
仲
間
と
な
れ
し
信
濃
国

は
く
ば
い
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仏
の
子
が

仏
を
求
め
る

教
化
部
長

山
岡

睦
治

む

つ

じ

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！
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北
ア
ル
プ
ス
展
望
台

小
諸
相
愛
会

Ｗ
・
Ｍ

今
度
は
“
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
”

で
会
い
ま
し
ょ
う
♪

前
教
化
部
長

野
沢

貴
広
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什
一
会
員

伊
那
第
２

１
名

幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る
聖
使
命
会
員
に
！

あ
な
た
な
ら
大
丈
夫

地
方
講
師

本
山

茂
子

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た
に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の
家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

５月２４日（土） 13時半～15時半

ご指導 山岡睦治教化部長

会 場 長野県教化部
※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

実施要領
（１）名称：

「2025年ミャンマー地震被災者緊急支援募金」
（２）実施期間：2025年４月４日～2025年６月３０日

（３）支援募金の送付先
特定非営利活動法人 国際連合世界食料計画WFP協会
とUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）の２団体し、
寄付の割合は１（WFP）：１（UNHCR）とします。

（４）募金方法《教区》
教化部長を教区の責任者として各組織および地方
講師会で各種会合、行事等で呼びかけて募金活動
を行います。募金は教化部で取りまとめ、本部口
座に送金します。
《個人》機関誌『生長の家』５月号に郵便振替用紙が
梱包されるので、それを使用ください。

（５）教区における注意事項
本募金が強制にならないよう、募金目標は設定し
ません。教化部にはミャンマー地震被災者緊急支
援募金の募金箱を設置しています。

護
持
会
員

あ
づ
み

３
名
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13
時

責
任
役
員
会
・
評
議
員
会

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

休
館
日

教
区
五
者
合
同
全
国
幹
部
研
修
会
〔
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〕

13
時
半(

講)

研
修
会

休
館
日

13
時
半

青
少
年
育
成
会
議

13
時(

白)

正
副
会
議

10
時
半
生
命
学
園

13
時
女
性
NF

13
時
半
責
任･
評
議
員

10
時
半

青
少
年
企
画

14
時(

講)

正
副

19
時(

相)

顧
問

休
館
日

10
時

職
員
会
議

10
時
半

先
祖
供
養

13
時
半

六
者
会
議

休
館
日

16
時(

栄)
役
員
会

【
振
替
休
日
】

休
館
日

【
こ
ど
も
の
日
】

休
館
日

【
み
ど
り
の
日
】

休
館
日

【
憲
法
記
念
日
】

休
館
日

13
時
半
聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム休
館
日

５

月

行

事

予

定

スマートフォンから入れます。
神想観 聖経読誦

３日(土) 塚原 好男 山下 俊幸
４日(日) 小松 智子 長谷尾美眞貴
１０日(土) 教化部長 小泉 房子
１１日(日) 北原かおり 太田喜榮子
１７日(土) 斉藤 洋子 鈴木 厚子
１８日(日) 小松 一教 小口 壽子
２４日(土) 教化部長 手塚香おる
２５日(日) 大和 光男 栗林 邦子
３１日(土) 鈴木 厚子 小松 一教

※開催時間は６時からです
ラインで配信しています。参加希望の方は
教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『万物調和六章経』
『観世音菩薩讃歌』

お菓子 2 箱 中之条支部

お菓子 1 箱 折橋 操子

お菓子 1 箱 西島 融

お菓子 1 箱 猪俣 知恵子

お菓子 1 箱 野沢 貴広

ピザパン 48 個 塚原 春奈

リンゴ ２ 篭 塚原 好男

お菓子 ５ 袋 土屋 好正 （敬称略）

奉 納 御 礼

･

人
型
は
、
図
の
よ
う
に
、

「
な
ま
え
」
「
と
し
」
を
書
き
、

全
身
を
な
で
て
く
だ
さ
い
。

・
全
身
を
な
で
た
人
型
に
息
を

吹
き
か
け
て
、
ご
本
人
の
霊
波

を
移
し
ま
す
。

・
そ
の
あ
と
人
型
は
清
浄
な
場

所
に
保
管
し
、
教
化
部
あ
る
い

は
、
お
世
話
さ
れ
る
方
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

・
人
型
は
一
人
に
つ
き
同
じ

も
の
を
二
枚
書
い
て
下
さ
い
。

二
枚
の
う
ち
一
枚
は
、
生
長

の
家
総
本
山
・
龍
宮
住
吉
本

宮
、
も
う
一
枚
は
教
化
部
で

執
り
行
わ
れ
る
大
祓
用
で
す
。

・
奉
納
金
一
人(

二
枚)

三
百
円

・｢

大
祓
人
型｣

は
教
化
部
、
又

は
地
元
相
愛
会･

白
鳩
会･

青

年
会
に
あ
り
ま
す
。

６
月
22
日(

日)

六
月
晦
大
祓
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
一
緒

に
聖
経
を
お
誦
げ
下
さ
い
。

大
祓
人
型
の
す
す
め


